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要 約
本研究は、高校福祉科で教鞭をとる福祉科教員の教育実践における現状と課題、さらにその課
題を解決すべき方策について検討することとした。
今回のインタビュー調査では、生徒の福祉科への入学動機や学びの動機について、教育カ
リキュラムについて、各科目の教育実践について、実習教育について、介護福祉士国家試
験について、卒業後の進路についての６項目について聞き取りを行い、教育実践に係る課題を
抽出した。
高校福祉科における介護福祉士養成の課題は、基礎学力の低さ、学びの意欲、姿勢の差、
高校普通教育の知識等の蓄積、介護福祉士養成カリキュラムの教授方法、実習教育、介
護福祉士国家試験の合格、高校側の教育責任と生徒の専門性・教育実践のジレンマ、	進路指
導があった。
入学動機等により、学びの意欲、姿勢に差が見られることから、それぞれの生徒の志向性を個
別化してきめ細やかな指導を行うことや介護福祉士養成カリキュラムにおける教授方法の工夫の
必要性、実習教育における生徒の評価と実習先との信頼関係の構築等への対処が求められる。さ
らに介護福祉士国家資格取得への合格率と専門職としての質の担保をどのように図るか等の課題
について、養成施設としての高校、そして、福祉科教員のジレンマなどが垣間見えた。これらの
課題については、教員がソーシャルワークの視点で教育実践を行い、生徒指導を行っていくこと
が求められる。
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．研究目的
こんにちの福祉人材不足の中で、福祉系高校の卒業生の福祉の仕事に対するモチベーションの
高さや離職率の低さなどについては、評価がなされている（保住２０１６）。しかし、現在の福祉・
介護人材の不足を福祉系高校の卒業生だけでは補うことは容易ではない。
そのため、福祉系高校等における人材養成と質の確保における問題を、福祉系高校と福祉系大
学における福祉人材養成を「専門性と質」という観点からも合わせて議論していくことが必要と
なろう。
また、一方で福祉系高校で教鞭をとる福祉科教員養成の役割を担う大学の福祉科教員養成につ
いても検討することが求められる。
高等学校福祉科教員の養成における課題について、拙著（２０１７）では、「福祉科教員の要件」、
「福祉系国家資格の養成と福祉科教員養成のカリキュラム」、「福祉科教員の採用・就職」
の３点を指摘した。特に「福祉系国家資格の養成と福祉科教員養成カリキュラム」、「福祉
科教員の採用・就職」は、大学における福祉科教員養成の質とその教員免許を生かした就職とい
うことでは、重要な課題となる。
さて、高校福祉科における介護福祉士養成については、前述した大学における福祉科教員養成
の現状と課題について先行研究等においては、指摘されている。しかし、実際、高校福祉科に勤
務している教員の教育実践の現状については、ほとんど明らかにされていない。そのため、高校
福祉科において介護福祉士養成を行っている福祉科教員の教育実践を踏まえ、その現状と課題等
についても検討することが必要となるだろう。
そこで、本研究においては、高校福祉科に勤務する福祉科教員の教育実践の現状を明らかにし、
教員側からの高校福祉科における介護福祉士養成の現状と課題について検討することを目的とす
る。
．高等学校福祉科を取り巻く研究動向と施策
１．福祉科教員養成等に関する先行研究
先行研究において、高校福祉科教員養成の現状や課題については、櫻井（２０１０）、加藤（２０１０，２０１３）、
別府（２０１５）、保住（２０１６）などがある。また、高校福祉科における教育内容等については、瀧
本（２００９）が、高校福祉教育の課題をカリキュラムの分析を通して、介護福祉士養成課程と学
科、福祉関係科目の構造、「福祉科」教員養成、養成施設としての高校という４点に整理
している。
また、廣田（２０１７）は、高校における福祉教育の現状として、職業教育としての意義が重視さ
れ、市民福祉教育としての役割がやや軽視されてきており、高校における福祉教育の課題から、
生徒の主体的に学ぶ態度の育成や介護人材の育成のために、市民福祉教育としての機能の重要性
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を指摘している。
さらに佐野（２０１６，２０１７）は、高校福祉科における実習教育に焦点をあて、介護実習前教育の
プログラムの開発にあたり、初めての実習の影響が大きく、実習でのリアリティショックについ
て指摘している。そこでは、実習生が感じているリアリティショックには、利用者との間のもの、
職員との間のものがあり、コミュニケーションや実践力といったことを挙げている。そして、緊
張の中で実習を行っていること、利用者や職員からの声掛けに支えを感じていることなどの実践
における現状について指摘し、「実習という新しい学習スタイル、それに関する学習スキルにつ
いての困難さ」を要素として挙げている。
２．高等学校福祉科に関する施策
文部科学省は、福祉に限らず、工業、商業、農業、看護などの専門高校について、特に商業、
家庭の高校数の減少が顕著であり、逆に情報、福祉の学科設置が進み、総合学科の割合が大きく
増加しているとしている。
九州厚生局管内の福祉系高校は、平成２９年６月１日現在、福岡県９校、佐賀県３校、長崎県３
校、熊本県６校、大分県４校、宮崎県６校、鹿児島県９校、沖縄県２校、計４２校である。また、
設置別では、県立高校が１８校、私立高校が２４校となっている。
産業構造の変化等に対応するため、国においては、従来の高等学校学習指導要領の改訂におい
て、教科「情報」、「福祉」を新設した。その結果、各地で関連学科が設置され、「福祉」につい
ては、平成１５年に５６校であったものが、平成２５年には９８校となり倍増している。特に先進的な教
育として、スーパー・プロフェッショナル・ハイスクールを指定し、指定を受けている兵庫県立
瀧野北高校福祉科では、生徒主体での機能回復・機能維持・介護予防のためのレクリエーショ
ン企画運営、実際の医療・介護現場を想定した看護科との合同実践、車いすファッション
ショーや問題解決志向型の養成、各種介護技術競技大会への参加等を通じて、ソリューション
フォーカスの視点に立つスーパー・プロフェッショナル・ケアワーカーの育成を行うとしている。
また、国は、産業の高度化・複雑化に対応するため、今後も各種事業の実施等を通じて、地域
と連携した実践的な専門的職業人の育成を促進するとしている。さらに、職業教育を主とする学
科においても、従来、進学者数の多い学校などでは、専門教科の単位数は確保しつつ、共通科目
の履修にも重点を置き、大学受験等への対応を行っている例もあるとし、専門性を生かして関連
の深い学部等への進学も視野に入れるとしている。
．高等学校福祉科の介護福祉士養成における教育実践に関する調査
１）調査目的
高校福祉科での介護福祉士養成における福祉科教員の教育実践の現状を把握し、その課題等を
明らかにし、今後の福祉科高校における介護福祉士養成のあり方等について検討することを目的
純 心 人 文 研 究 第２４号 ２０１８
―７３―
とした。
２）調査対象
調査対象は、Ｎ県内のＡ高校福祉科にて、介護福祉士養成に携わっている福祉科教諭Ｂ氏１名
である。Ｂ氏は、勤続２０年で、担当科目は「社会福祉基礎」、「介護福祉基礎」、「コミュニケーショ
ン技術」、「生活支援技術」、「介護過程」、「介護総合演習」、「介護実習」、「こころとからだの理解」
である。資格・免許は、福祉科教員免許、社会福祉士を所持している。
３）調査内容・方法
調査実施については、研究主旨、倫理的配慮等を口頭、文書にて説明し、調査同意書に署名を
得て、半構造化インタビューを行った。
調査日時は、平成２９年１０月５日（木）１５時から１６時３０分であり、調査対象者が勤務するＡ高校
の面談室にて行った。インタビューの実施について、内容を正確に記録するために ICレコーダー
での録音に承諾を得て実施した。
調査内容は、生徒の福祉科への入学動機や学びの動機について、教育カリキュラムについ
て、各科目の教育実践について、実習教育について、介護福祉士国家試験について、卒
業後の進路についてである。インタビュー内容を逐語化し、具体的な内容等について分析を行っ
た。
４）倫理的配慮
調査実施について、調査協力は自由意志によるもので、拒否、撤回によって不利益を被らない
こと、インタビューによって記録したデータと個人情報の管理には十分注意を払い、本研究以外
の目的では使用しない旨、説明を行った。
５）調査対象Ｂ教諭が勤務するＡ高校福祉科の概要
Ａ高校の介護福祉士養成施設の情報より、概要を下記に示す。
Ａ高校は、介護福祉士養成施設として、旧カリキュラムによる養成を平成５年４月から実施し、
新カリキュラムにおいては平成２１年４月から実施している。１学年の定員は２０名である。卒業生
の進路としては、７割が介護保険施設、居宅サービス事業所等、残り３割が進学等となっている。
＜介護実習の内容及び特徴＞
１．介護実習の目標
介護に関する体験的な学習を、多様な介護の場において行い、知識と技術を統合させ、介護従
事者としての役割を理解させるとともに、適切かつ安全な介護ができる実践的な能力と態度を育
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てることを目標とする。
さまざまな生活の場における個別ケアを理解し、コミュニケーションの実践、介護技術の確認、
多職種協働及びチームケアの理解などを学習する。
個別ケアを実践できる能力を養うために、サービス利用者一人ひとりの個性を理解し、介護計
画の作成、実施、評価、計画の修正という介護過程の展開を実践し、他科目で学習した知識や技
術を統合して、具体的な介護サービスの提供の基本を学習する。
２．介護実習のカリキュラム内容
■実習
「利用者の生活の場である多様な介護現場において、利用者の理解を中心とし、これにあわせ
て利用者・家族とのかかわりを通じたコミュニケーションの実践、多職種協働の実践、介護技術
の確認等を行うことに重点を置いた実習」厚生労働省「介護福祉士養成課程における教育内容等
の見直しについて」
■実習
「一定期間以上継続して実習を行う中で、利用者ごとの介護計画の作成、実施後の評価やこれ
に踏まえた計画の修正といった一連の介護過程のすべてを継続的に実践することに重点を置いた
実習」厚生労働省「介護福祉士養成課程における教育内容等の見直しについて」
３．介護実習の実施方法
＜実習＞ １年生 １２月頃 ２週間
２年生 ７月頃 ３週間
＜実習＞ ２年生 １０月頃 ３週間
３年生 ６～７月頃 ５週間
６）結果
次に調査内容についてのインタビューの結果の一部である。
生徒の福祉科への入学動機や学びの動機について
「動機は、大別すると２，３に分類できます。まずは、家族に関係している人、家族に障害者がいる
とか、おばあちゃんを家で見なければならない人、親の将来を考えてなど、家族を発端としている人、
それには父親、母親が福祉現場で働いている人も含みます。」
「その子たちは小学校とか中学校の早い段階で進路を考えているので、良い職業人になります。非常
に意識が高い。」
「もう一つは中学校の職場体験、インターンシップで、職員から言われた、自分が思ったということ
で福祉に行こうかなと思った人、理想型の人がいる。」「あとは、無目的な人がいます。」「福祉はどこで
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もそうかもしれないけれど不人気で、看護は人気がある。例えば、高校の看護科を落ちた人が、福祉科
に進学するといったこともあり、何となく入学してきた感じがあります。」「これは入学年度によって異
なり、生徒の志向によって変わります。」
教育カリキュラムについて
「新カリキュラムになって、指定科目の指定時間数を確保し、実施しなければならなくなった。これ
については、福祉に関する基礎的な知識は深まったと思います。時間数の規定があるので、今まで（旧
カリキュラム）の生徒と比較しても、５教科は別にして、福祉に関する知識は身についている感じがし
ます。その結果として、新カリキュラムを受けた卒業生から介護福祉士国家試験は、ほぼほぼ１００％合
格しています。」
各科目の教育実践について
「生徒の授業への取り組み姿勢や成績については、目的意識が高い生徒は、勉強も一生懸命します。
目的意識が低い生徒については、一応、進学ということも選択肢に入れていて、看護学校や福祉系の大
学など何らかの別のルートを用意して、指導しています。保育士に興味のある生徒とかもいるので、二
つ目の資格を取らないかと言って、生徒の志向性に合わせた進路指導を行っています。」
「生徒の目的意識の他に、大きく関わるのが、基礎学力の問題があります。小学校時代からきちんと
勉強している子はいいですが、その時代をちゃんと勉強していないと中学校でもなかなかついていけな
くなる。学力的に不安定な生徒は、考える力や書く力が低く、就職しても離職してしまう生徒が多いよ
うに感じます。」
「特に「社会福祉基礎」の授業で、社会福祉の制度・政策の理解が乏しい。」「福祉小六法を買わせて
授業で使っているが、生徒たちの拒絶反応が凄いです。」「福祉小六法を引きなさいと言っても引けない」、
「福祉制度の授業を行っている時に、基礎的な語彙力等がないため、テキストに出てくる用語、例えば、
「被保険者」ということが分からないので、授業展開には苦慮しています。そのような時は「被害者」
は、「害を被る人よね」、といったようにかみ砕いて説明しています。」「言葉を理解させることに非常に
困難を感じています。高校生に社会保障制度を理解することは難しいことかもしれませんが．．．」
その他にも「介護過程」の授業ですかね。介護過程の授業は、実習先でケアプランを立案するための
授業で、架空の事例等を用いて、アセスメント等を行うが、その事例が具体的にイメージできないのか
な。」
「実習後においては、イメージできるようになり、事例検討なども行えるようになります。」「介護過
程があるから、介護実習の体験的実習を１年次にやって、介護実習の前半を２年次に実施します。
そこでの事例を踏まえ、アセスメントをどのような視点で取るか、ケアプランをどのようにして作成す
るのかについて、３年次の実習に繋げるような指導をしています。ですので、カリキュラムの配置と実
習時期について調整をしています。新カリになって、どのようにしたら生徒が理解しやすいかを考えな
がら、高校の授業カリキュラム等を考えています。」
実習教育について
「今までの教員生活の中で、一人だけ、排泄介助に抵抗があるということで、介護実習に行くことを
あきらめた生徒がいます。」、「本人にはヤル気はあるけど、発達に偏りがある場合、外部（実習先）か
らの受け入れが厳しい状況があります。」、「学校の中では、単位等について取らせたいが、外部の実習
飛永高秀・高等学校福祉科の介護福祉士養成における教育実践の現状と課題
―Ａ高校福祉科教諭へのインタビュー調査から―
―７６―
先からすると実習をクリアしたとはならない場合などもあるため、実習施設との信頼関係、連携が必要
となります。」、「実習の受け入れや指導については、実習施設の差がすごくあります。また、生徒のフォ
ローの低さ、スーパービジョンの質の差もありように感じます。」、「実習評価については、「評価できま
せん」という評価も返却されてくることもあり、旧カリキュラムにおいては単位数の関係で、介護福祉
士国家試験受験資格の単位数が高校卒業の必須単位数だったので、無理やり、実習にも行かせていたし、
国家試験も受けさせていました。しかし、新カリキュラムになって、卒業単位より介護福祉士国家試験
受験資格取得の単位数が上回り、介護福祉士国家試験受験資格を取得しなくても、卒業要件を満たせる、
いわゆるゼロ免コース的な形で卒業する生徒も出てくるだろうと思います。」
介護福祉士国家試験について
「介護福祉士国家試験については、合格基準点をクリアできるよう、合格にねじ込むようにしている。
３年の時には補習を実施し、勉強させています。年間１０回の模擬試験を実施しています。」、「合格して
介護福祉士となっても、現場に出て適応できない、また、国家資格持っていると言い難いような生徒も
いて、専門職として不適切な場合もあり、国家試験の合格と福祉現場の質の向上や福祉の専門性を考え
ると頭が痛いです。」「ほんとうにこの生徒を福祉現場に出していいのか、その点に教員としてのジレン
マがあります。」
卒業後の進路について
「卒業後の進路については、近年は就職５割、進学５割、半々という感じです。就職の多くは特別養
護老人ホームで、進学は併設のリハビリ関係の専門学校や短大、大学です。しかし、基礎学力が低い生
徒が、理学療法士や作業療法士等の養成校に進学しても、授業についていくことが難しかったりするた
め、途中で退学するケース等もあります。」
．考 察
本研究は、高校福祉科で教鞭をとる福祉科教員の教育実践における現状と課題、さらにその課
題を解決すべき方策について検討することとした。
今回のインタビュー調査では、生徒の福祉科への入学動機や学びの動機について、教育カ
リキュラムについて、各科目の教育実践について、実習教育について、介護福祉士国家試
験について、卒業後の進路についての６項目について聞き取りを行い、教育実践に係る課題を
抽出し、図１のように整理できた。
高校福祉科における介護福祉士養成の課題は、基礎学力の低さ、学びの意欲、姿勢の差、
高校普通教育の知識等の蓄積、介護福祉士養成カリキュラムにおける指定科目の教授方法に
ついて、実習教育プログラム、実習施設の実習評価、高校と実習施設との信頼・協力体制
の構築、	介護福祉士国家試験の合格、
高校側の教育責任と生徒の専門性・教育実践のジレン
マ、進路指導とフォローアップがあることが考えられる。
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１．基礎学力の低さ
まず、生徒に関わる課題として挙げられるのが、基礎学力の低さの問題である。基礎学力の低
下の問題はすでに大学においても指摘されている。２００５年に大学入試センターの柳井教授らの研
究グループが全国調査をした結果、大学教員のうち１０人中６人が学生の学力低下を問題視してい
る。特に私立においては、「深刻な問題」、「やや問題」の両方で６９％となっている。学力低下の
内容では、多い順に（１）自主的に課題に取り組む意欲が低い、（２）論理的に考え表現する力
図１ 高校福祉科における介護福祉士養成の課題（Ａ高校福祉科の例）
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が弱い、（３）日本語力、基礎科目の理解が不十分となっており、これらの改善の責務は大学に
あるとされ、学生の学習意欲の向上を図る方策の必要性が説かれている。大学によっては、高校
の授業内容を補習や手厚いフォローアップによって実施し、基礎学力の向上の取り組んでいると
ころもある。
このように高校においても国・数・社・理・英の５科目のきめ細かい指導はもちろんのこと、
中学の学習範囲の復習、補習等によって、専門教育の下地となる基礎力を培う指導の在り方が求
められる。
２．学びの意欲・姿勢の差
また、入学生の学びの意欲と姿勢については、高校福祉科卒業の介護福祉士に対しては、仕事
への熱意や動機が高く評価できるとの指摘もあり、特に専門教育を実施する場合においては、生
徒の学びへの動機づけが非常に重要となる。
しかし、今回の調査からは、生徒の入学動機によって、目的志向型、不本意入学型、無
目的型の３つに分類できた。
特に不本意入学型、無目的型の生徒については、福祉職への動機づけを教育実践の中で行
いつつ、専門科目や実習教育の中で十分にスーパービジョン等を実施することにより、自己覚知
を促し、進路変更等が必要な場合は、生徒の適性、志向性を踏まえ、新たな学びへの動機付けを
高めるような指導が必要となる。
３．高校・普通教育の知識等の蓄積
高校における職業教育は、福祉をはじめ商業や工業、農業等の職業教育を行う専門高校を中心
に実施されている。文部科学省は、専門高校の役割について、有為な職業人を多数育成するとと
もに、望ましい勤労観・職業観の育成や豊かな感性や創造性を養う総合的な人間教育の場として
も大きな役割を果たしているとし、産業構造の変化等時代の状況に対応し、我が国の社会の発展
を支える大きな原動力となってきた。
これらを踏まえ、専門高校における介護福祉士養成は、職業教育のニーズにマッチして実施さ
れてきているが、文部科学省は、専門高校における教員の指導力の向上や実務経験を有する者の
教員への登用の促進等を図る必要があるとしている。
その一方で、文科省は、近年の高等教育機関への進学率の向上により、生徒の進学ニーズへの
対応も求められ、大学入試等と関連のある強化、科目を重視する必要も出てきていると指摘して
いる。しかし、基礎学力の低下が叫ばれる中で、一般的な教育についても専門教育の土壌として
位置づけ、基礎的な、基本的な知識の習得と蓄積に力を注ぐことも必要となるのではなかろうか。
４．介護福祉士養成に関わる課題
専門高校福祉科の大きな命題でもある職業人、すなわち、介護福祉士の養成においては、様々
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な課題が指摘できた。ここでは、課題となった介護福祉士養成カリキュラムにおける指定科目
の教授方法について、実習教育プログラム、実習施設の実習評価、高校と実習施設との信
頼・協力体制の構築、介護福祉士国家試験の合格、高校側の教育責任と生徒の専門性・教育
実践のジレンマの６つについて関連性があるため、まとめて考察することとする。
まず、専門教育としての介護福祉士養成カリキュラムの教育について、基礎学力の低下を背景
に専門教育における用語等の理解が難しい場合も多く、専門教育として身につけるべき知識等の
理解が難しい場合も少なくない。特に調査の中では、指定科目としての「社会福祉基礎」、「介護
過程」の生徒への教授が難しく、授業内容や展開方法、教材等の研究と蓄積を今後進めていく必
要がある。
また、専門教育における実習教育についても、専門的な知識と技術の習得とコミュニケーショ
ン、介護技術等の習得が十分でないため、実習評価に係る課題が指摘された。そのため、実習教
育におけるきめ細かな個別的なスーパービジョンの実践が求められる。
次に実習評価については、卒業後の就職にも直結することも多く、実習施設と養成施設（高校）
との専門職養成における信頼関係と協力体制の構築が、より専門性の高い、実践力のある介護福
祉士養成に関わるものとして必要となることが理解できる。
さらに卒業直前に実施される介護福祉士国家試験の合格も専門高校としての成果が問われるた
め、国家試験対策にも力を入れて対応する必要性が出てくる。介護福祉士の専門教育の到達と成
果の基準は、国家試験の合格であるが、その合格と福祉実践者としての適性等が矛盾しており、
高校ばかりではなく大学等も含めて、福祉専門職養成における大きな課題となっている。これは
介護福祉士養成施設としての高校の教育責任にも繋がり、いかにして高校専門教育の中で介護福
祉士養成の教育の質を担保していくかが問われてくる。その過程で福祉科教員は、自らの教育実
践の育ってきた生徒の専門的な知識と技術、適性と介護福祉士国家資格の取得という教育におけ
る藤、ジレンマが出てくる。そのジレンマをどのように解消し、教育実践に繋げていくかが問
われることとなる。特に今回の調査対象のＢ教諭は社会福祉士の有資格者である。資格は異なれ
ども、国家資格を養成する立場において、専門職としての倫理と価値に立ち返って教育実践する
ことの難しさがあることが言える。
５．進路指導とフォローアップ
最後に、卒業後の進路指導については、専門高校の場合は職業人養成という役割があるため、
その多くが就職する。今回対象としたＡ高校では、近年、就職と進学は半々とのことから、生徒
の適性、指向性等を踏まえた進路指導が行われている。
しかし、卒業後の進学先で修学が困難となったり、他の領域への興味関心、適性等により、継
続的な修学が難しい場合もあり、高校側におけるフォローアップ等の対応も必要となってくるで
あろう。
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Ⅴ．今後の課題
以上のように高校福祉科の介護福祉士養成における教育実践では、多くの課題が抽出された。
これらの課題等は単独で出てきた問題ではなく、相互に関連する課題として教育実践の場で現れ
てくる。
今後はこれらの一つひとつの課題とその他の課題の関連性の検討が必要となるであろう。さら
に、今回の調査対象は、Ｂ教諭が勤務するＡ高校のみの教育実践からの検討であった。高校福祉
科における介護福祉士養成については、他の高校福祉科の現状も踏まえ検討していくことが課題
となる。
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